
 

 

令和２年度事業計画書 

 

１ 会務関係 

事   項 事 業 の 内 容 開催時期 

各 種 会 議 

等 

総 会  １回（書面表決） 

理 事 会  ３回 

監 査  １回 

全国会議（各種） 

九州ブロック連絡会議  ２回（長崎県、宮崎県） 

県 等 と の 連 絡 会 

職員等研修会出席 

 

5月 

5月、10月、3月 

4月 

(6月)、11月、3月 

9月、2月 

随時 

随時 

 

２ 業務関係 

事   項 業 務 の 内 容 開催時期 

(Ⅰ)総務企画 

 

会 員 の 開 拓 

 

広      報 

 

 

 

 

 

(Ⅱ)技能検定 

 

試験の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新規会員の加入促進 

 

（１）メルマガによる会員向けの情報提供 

（２）ホームページによる最新の協会行事等の広報 

（３）技能検定試験等を市町村、各組合及び団体等の広報 

   紙に登載を依頼。 

 

 

 

 

（１）定期試験 

   ①検定の実施計画は、別紙①、②、③のとおり 

   ②受検者見込数 実技 ３，０００人 

          （令和元年度実績 ２，８５１人） 

           学科 ２，６００人 

          （令和元年度実績 ２，５８５人） 

 

（２）随時試験 

   ①外国人技能実習制度に伴う基礎級（１年目）及び 

    随時３級（３年目）、随時２級（５年目）技能検 

    定を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（前期） 

7月～9月 

（後期） 

12月～2月 

 

 

 

随時 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

実技試験水準調整

会議の開催 

 

広報の実施 

 

 

 

 

 

 

 

技能検定委員の 

委嘱 

 

表     彰 

 

 

フォローアップ 

講習 

 

(Ⅲ)開発振興 

 

認定職業能力開発

校に対する指導援

助の実施 

 

認定職業能力開発

校の研修の実施 

 

 

職業能力開発促進

に関する行事 

 

職業訓練実施助成 

 

②受検者見込数 基礎級 １，０００人 

             （令和元年度実績 １，２９２人） 

           随時３級  ９３０人 

              (令和元年度実績    ７０９人) 

 随時２級   ７０人 

              （令和元年度実績 ６人） 

 

 

 厳正、かつ円滑な実技試験実施に向けての検定委員会議

の開催 

 

（１）技能検定の受検促進のため、受検案内書、ポスター 

  の作成配布 

   配布先：県内事業所、市町村、職業安定所、 

        専門高校 等 

 

（２）新聞掲載等による広報活動 

 

 

 令和２年度技能検定委員の委嘱 

 （6月 約 200名） （11月 約 150名） 

 

 表彰規定に基づく永年勤続の検定委員に対する協会長

の表彰 

 

 技能検定合格者に対するフォローアップ講習の実施 

  ２職種を予定 

 

 

 

認定職業能力開発校の普及推進を図るための入校案内、

ポスターの作成支援、広報 

 

 

九州ブロック認定職業能力開発校長会議の開催(大分市) 

※熊本県認定職業能力開発校運営会長・校長合同会議及 

び指導員･事務職員研修会を兼ねて開催 

 

熊本県職業能力開発促進大会（表彰式）の開催 

 

 

熊本県建設業協会との連携による建設関係訓練校への 

助成 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月、11月 

 

 

3月（前期） 

9月（後期） 

 

 

 

3月（前期） 

9月（後期） 

 

前期、後期 

   

 

5月、11月 

 

 

 

 

 

 

 

6月 

 

 

 

10月 

 

 

 

11月 

 

 

 

 



 

職業訓練指導員講

習会等の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種表彰の実施 

 

技能五輪全国大会関係 

 

 

 

 

 

 

 

技  能  祭 

 

 

（１）職業訓練指導員講習（４８時間講習）の実施 

    １級技能士等を対象に、職業訓練指導に関する指 

   導・訓練方法等の専門知識の習得を目的として実施 

   する。 

 

（２）社員研修の実施 

   新入社員、中堅社員、課題研修、管理職等 

   ※熊本県よろず支援拠点との連携 

 

（３）管理監督者等を対象とした研修（ＴＷＩ監督者訓練） 

の実施 

    事業所の管理監督者や特級技能検定受検者等を 

   対象に、管理監督者として部下の育成指導技法等の 

   習得を目的に４コース実施する。 

 

優秀訓練生等に対する協会長表彰（促進大会時） 

 

（１）第５８回技能五輪全国大会（愛知県）への選手団の 

  派遣、参加選手確保のための関係団体等への働きかけ 

 

（２）技能五輪全国大会熊本県選手団結団式の開催（県） 

 

（３）技能五輪全国大会派遣選手選抜のため、熊本県地方 

予選会を技能検定の前期、後期日程にあわせて実施 

 

 熊本県技能士会連合会による県内各地での技能フェア

への参画及び支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7月 

年 1回開催 

（6日間） 

 

 

8月、10月 

12月、2月 

 

 

出張随時 

 

 

 

 

 

11月 

 

11月 13日～ 

 11月 16日 

 

11月 

 

6月～8月 

1月、2月 

 

年間 

 



 

(Ⅳ)他の試験 

 

コンピュータサー

ビス技能評価試験 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビジネス・キャリ

ア検定試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中央職業能力開発協会との共同によるコンピュータサ

ービス技能評価試験の実施 

 各部門ごとに、1級、2級、3級について、認定校試験 

と一般募集試験で実施する。 

  受験者見込数 ２，５００名 

        （令和元年度実績２，３９１名） 

OA機器操作分野 

 ①ワープロ部門 

 ②表計算部門 

 ③情報セキュリティ部門（新規） 

 

 

 中央職業能力開発協会が主催するビジネス・キャリア検

定試験の普及拡大及び試験の実施 

 事務系職務の８分野４３試験区分について、１級～３級

及び BASIC級（基礎的知識）のレベルに体系化された試験 

単位で実施する。 

 

 ・受検者見込数 ２４０名（令和元年度実績２２５名） 

 

   １級       ５名（令和元年度実績  ０名） 

   ２級      ７０名（令和元年度実績 ６９名） 

   ３級     １６０名（令和元年度実績１４９名） 

   ＢＡＳＩＣ級   ５名（令和元年度実績  ７名） 

 

 ・各団体の広報媒体の活用、個別企業への訪問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5月～3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月（前期） 

2月（後期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

(Ⅴ)委託事業 

 

若年技能者人材育

成支援等事業 

(厚生労働省) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ものづくりマイスター、ＩＴマスター及びテックマイス

ター（以下「ものづくりマイスター等」という）の認定・

登録 

 （１）ものづくりマイスター等の開拓 

 （２）ものづくりマイスター等に対する指導技法等講習

    の実施 

 

 ものづくりマイスター等の活用事業 

 （１）ものづくりマイスター等の派遣による実技指導の 

    実施 

    目標延べ４，０００人日 

    （令和元年度実績４，５８８人日） 

 （２）「ものづくりの魅力」発信講座の実施 

    目標６００人日 

    （令和元年度実績７２０人日） 

 （３）「ＩＴの魅力」発信講座の実施 

    目標４校 

    （令和元年度実績５校） 

  ※ ものづくりマイスター等については、引き続き中 

   小企業への派遣に配慮するとともに、要望の多い高 

   校等に対しては、偏りがないよう計画的な派遣を行 

   う。 

 

 地域における技能振興事業 

 （１）技能五輪全国大会予選会の実施等 

 （２）熟練技能者の派遣による実技指導の実施 

 （３）ものづくりの魅力、技能者の持つ技能を伝えるイ 

    ベントの開催 

     目標年２回開催５００名 

     （令和元年度実績２回開催、参加者５２７名） 

 （４）「地域発！いいもの」応援事業の実施 

 （５）グッドスキルマーク事業の実施 

 （６）卓越した技能者（現代の名工）の表彰制度の紹介

    コンテンツの作成支援 

 

 地方公共団体、経済団体等との連携会議の開催 

  年２回開催予定 

  （令和元年度実績２回開催） 

 

 

 

 

 

4月～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


